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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 






 近年、申請者らの研究室で行ってきた生理活性天然物 Macrocarpal C の全合成研究の過程において、メトキシ基が
脱離するラジカルイプソ置換反応を見出している。しかしながら、上述のラジカルイプソ置換反応は、基質の立体構
造に大きく左右されるために適用範囲の狭さが課題として残った。 
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 次に申請者は、前述の Birch 型還元反応を伴う閉環反応がエステルのパラ位で進行していることに着目し、エステ
ルのパラ位に側鎖を有する基質を用いることで、スピロ環化反応が進行することを見いだした。 
 さらに、SmI2 によるアリールラジカルを用いた芳香環をラジカル受容体としたスピロ環形成反応の開発に成功し
た。二つの芳香環をつなぐリンカー部位としてはアミド結合またはエーテル結合が適当であり、ラジカル受容体側の
芳香環はベンゼン環だけでなくインドール環やナフタレン環も適用可能であることを明らかにした。 
 これらの研究成果は、反応条件により環化生成物をある程度制御できることを意味しており、SmI2 を用いた反応
は多彩な環構造を構築するための手法として非常に魅力的である。 
 以上の成果は、博士（薬学）学位論文としてふさわしい内容であると認める。 
